長谷部亮一名誉教授記念号によせて by 藤井 栄一 & Fujii Eiichi
長谷部亮一名誉教授記念号によせて
藤 井 栄 一
本学教授として長年にわたり研究と教育にあたり,更 に,昭 和55年 からは学
長を務め られた長谷部先生が昭和29年2月29日 付で退官された。先生は教官全
員の支持と教授会の総意により,学 長として再選されたが固辞して本学を去 ら
れ,名 誉教授にな られた。
長谷部先生は本学の前身小樽高等商業学校から東京商科大学に進み,卒 業と
ともに本学に就任された。先生は経済統計学,国 民所得分析および経済成長論
の分野で顕著な研究成果をあげられていた。それらは,必 ず しも時流にのった
派手なものではなかったが,関 連する広い分野での共通の基礎になるものであ
る。先生は形式的な抽象理論の背後にある種々のconventionや,そ の変遷に
ついての細かい事情に精通されてお られ,数 字の機械的な操作が意味を持たな
い場合があることにも注意されていた。
一時期,本 学を離れて他の大学と研究所に在籍されたが,本 学の統計学講座
の充実のために再び本学で研究と教育 に当 られた。本学に復帰される直前にお
られた北海道立総合経済研究所では所長であったために,研 究に専念すること
が難 しか ったことも本学に来ていただ くことができた重要な理由であったよう
である。
しかし,本 学に戻 られて間もなく学生部長に選出され,続 いて図書館長を務
められ,そ のまま学長に選出された。研究に専念する目的で大学 に戻られた先
生にとって,こ のような仕事を負わされたことは,先 生にとって,ま ことに不
本意であったに違いない。とくに,昭 和50年 頃までは,学 長にも教育ならびに
研究の権利 と義務が認め られていた本学に於ても,長 谷部学長の時代には,学
長は事務職あるいは行政職であるという 「外圧」が強まり,先 生の本意は裏切
られ た。
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単科大学であるために適切な学部組織をもたず,ま た,組 織の意志決定にっ
いて も充全の体制があるとはいえない本学に於て,先 生は総合研究所長の時代
以上に時間と労力を費されたようである。先生を本学にお招 きした時,私 共は,
研究者 ・教育者 としての先生に来ていただいた。先生に対しても,私 共にとっ
、
て も不本意なことに,先 生の貴重な一時期に思わぬ仕事をお願いすることにな
って しまった。
このことについて,長 谷部先生は,学 長の一期4年 間は,教 官 とすれば,選
出された以上,義 務と考えるべきものであるとのべられていたが,そ の4年 間
に,組 織上で も多 くの新機軸を導入された。その中でも,大 学の後援会との関
係 を密にされ,本 学の若手研究者に在外研究の機会を創 られたことは特記すべ
きであろう。それ以外にも,先 生の人柄 もあ って,目 立たない種類のものでは
あるが,長 期的には影響が大 きいと考え られるものが少な くない。
多 くの大学では学長を辞め られたあと教授に再就任するのが通例のようであ
る。長谷部先生は,学 長としての二期 目を固辞されたあと,教 授に再任す るこ
とも辞退されて,先 生にとっては新 しい大学で,再 び研究に専念する途を選ば
れた。
学生の頃,柔 道を しておられ,私 供が拝見したかぎり,ず っと御健康に恵ま
れていた長谷部先生 も,本 学を辞められる前後の頃,一 時体調をくずされたよ
うにうかが った。今後は御健康に留意されて,本 学で失 ったとも言える十数年
の研究上の時間をとり戻 して,学 界に寄与下さり,ま た,名 誉教授として私共
後輩に対 して,こ れ迄以上の御指導をたまわることをお願いいた したい。
